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今年も早いもので、あと 1 か月で終わりですね。今年は新型コロナウイルス感染症が 5 類となり、感

染予防を行いながらも、運動会等の行事も通常通り行うことが出来たことは本当に良かったです。まだ

これから発表会等の行事もありますが、引き続き感染対策を十分に行いながら実行できたらと思ってお

ります。年末年始のお休みには旅行や初詣に行かれるご家庭も多いと思いますが、事故や病気に注意し

てお過ごしください。さて今回は、ありんこ親子保育園が認証をうけました『自然環境認証制度』につい

て取り上げてみたいと思います。 

 

自然環境認証制度とは？ 

 千葉県が令和５年 10 月に新設した制度です。首都圏で自然環境認証を行うのは千葉県が初めてだそう

です。千葉県では以下のように定めています。 

(1)自然環境保育とは 

保育者による個々のこどもの状況や発達過程を踏まえた適切な環境づくりや支援のもと、千葉県の豊か

な自然環境や地域資源と関わる自然体験活動を通して、こどもの豊かな人間性を育み、心身の調和のと

れた発達の基礎を培うことを目指して行われる保育等を言います。 

(2)認証制度の目的 

県内で自然環境保育を行っている団体等を県の基本理念に基づいて認証し、活動を支援することによ

り、自然環境保育の取組を促進し、千葉県のこどもが自然との関わりを通じて心身ともに健やかに育つ

環境づくりを行うことを目的としています。 

＜県の基本理念＞ 

千葉県自然環境保育は、千葉県のこどもが、身近で豊かな自然と出会い、自然の大きさ、美しさ、不思

議さなどに心を動かされる体験を通して感性を豊かにし、自然環境に親しむとともに、自然環境の中で

仲間と遊び、関わりを深めることにより、ありのままの自分を肯定する気持ち、他者を信頼する気持

ち、自然を大切にする気持ちを育み、自ら考え、行動し、成長しようとする力の基礎を培うことを基本

として行うもの 

千葉県自然環境保育認証制度について／千葉県 (chiba.lg.jp)より出典 

 

 

 

https://www.pref.chiba.lg.jp/kosodate/shizennhoiku/shizenhoikuninshou.html


ありんこ親子保育園の自然活動について 

 ありんこ親子保育園は、普段の活動の中で自然と触れ合う機会がとても多い園です。それは、大網白里

市の土地柄が太平洋に面していて、温暖で冬場でも自然活動のできることや、近隣に様々な自然公園や

里山林、海があり、思いっきり自然活動ができる環境が身近にあるからです。子育てや保育を行う上で、

とても魅力的で恵まれている地域だと感じます。 

 そんな素敵な大網白里市にある保育園ですが、園の方針の中に『自然活動』を積極的に行うことを盛り

込んでいなかったら、せっかくの自然環境を活かせないということになってしまいます。自然活動を唱

っている以上は、安心安全はもちろんのこと、どうやったら自然の中で子どもたちが果敢に挑戦できる

活動ができるのかを常に考えながら、起案の作成や下見を行う等、準備から実行まで保育者全員で話し

合いながら自然活動を行っています。 

  

思い出に残る自然遊び 

 私事で恐縮ですが、11 月 18 日に長男の結婚式が行われました。思い出の動画の中で、幼い頃の遊び

を語っていた場面がありました。子どもの頃は、虫取りやザリガニ釣りをして遊んだこと、夏休みにカ

ブトムシを取りに行ってケガをして帰ってきたこと等、思い出に残る場面は、自然体験が多かったよう

です。自然の中で様々な体験をしながら、感動したり、試練を乗り越えたり、笑ったり、涙したりしな

がら心が豊かになったのだと思います。 

きっと誰にとっても自然の中で遊んだ記憶は、キラキラ光る思い出になっているのではないでしょう

か。現代の子どもたちも、自然の中で思いっきり遊んでほしいなと願います。 

 

自然の中で遊ぶメリット 

 自然の中で遊ぶことには様々なメリットがあります。当然、危険等の様々なデメリットもあります

が、ここではメリットを取り上げてみたいと思います。 

 

・脳の活性化（知恵がつく） 

自然遊びは五感をしてくれ、脳の活性化にもつながるといわれています。自然の中で考える能力が

知恵となり、将来を生き抜く力になってくれることでしょう。 

・見えない学力が育つ（やる気・根気・好奇心等） 

 小学校以降の学力の差は、見えない学力と言われる「やるき・根気・好奇心等」が影響すると言わ

れます。自然の中で様々な体験や経験が学力にも繋がっていきます。 

・身体能力を伸ばす（体力がつく） 

 自然の中で思いっきり伸び伸びと遊ぶことで、身体が丈夫になり体力がついていきます。何を行う

にしても、体力が基本とるため、戸外活動を積極的に取り入れたいものです。 

他にも、自然を大切にする心を育む（Sdgs に関心を持つ）ことや、創造力を育む（豊かな思考）こと

も期待されます。 

実は、人間の脳は 3 歳までに 80％、6 歳までに 90％作られ、頭の良さを決めるのは「シナプスの数」

にあるといわれます。自然の中で遊びながら脳を刺激し、シナプスを増やすことが子どもの将来の土台

をつくることに繋がっていくのかもしれませんね。   皆様、よいお年を。 


